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報告2

オルタナティヴ教育と時のデザイン

一現代 アメ リカにお けるアー ミッシュとい う生き方一

国立民族学博物館　鈴木 七美

は じめに 一アー ミッシ ュの暮 ら しの風景 一

 「アー ミッシュ」 の農場や家 は、電線 がない ことで

明確 にわかる。電線 は、外 の世界 、現 代文明を無批判

に受容する悪徳 の世界 と繋 がる ことを象徴 す るもの と

され る。 モ ノ トーンの決 まった色の布 の洗濯物が、決

まった曜 日に順序 正 しく干 され てい る風景 も、アー ミ

ッシュの特徴 であ る。 月曜 日が洗濯の 日とされてい る

よ うに、一週間 の生活 はお よそ決まってい る。

 1989年 に、ペ ンシル ヴェニア州 ランカスターで馬に

ひかせたバギー を初めて 目に した時 は驚いた ものだが、

アー ミッシュが多 く暮 らす地域では 当然の風景であ り、

アー ミッシ ュの農場 ペ ンシル ヴェニ ア

州 ランカスター2007年6月

自動車 と共存 している。「バギーに注意 」とい う標識 も使われ てい る。駐 車場 のあ るところにはど

こで も、馬 をつないでおける場所 が設 け られてい る。 どこにいて も馬糞 の匂 いが漂 う。 アー ミッ

シュた ちは、 「変わったのは 『世界』 だ」 と表現 しつつ、走 り続 けてい る。

1 アー ミッシュの起源

 アー ミッシュの起源 は、宗教改

革急進派で あった16世 紀のスイ

ス兄弟 団(1525年)に 遡 る。 兄

弟団は、キ リス ト教 において一般

的であった幼児洗礼 に異 を唱 え、

成人 となって か ら自分 で考 えて

信者 となるべ きだ として 、自由意

志 の洗礼 を主 張 したため、 「再洗

礼派」(ア ナバ プティス ト)と 呼

ばれた。

 1530年 には、メノ ・シモ ンズ

に従 うメ ノナイ トが現れ 、絶対平

和主義、国家 と教会 の分離 を訴 え、

官職 や兵 役 につ くこ とや 宣誓 を

拒否 した。

ペ ンシル ヴェニア州ランカスター2008年11月
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 1639年 には、ヤ コブ ・アマ ンに従 うスイス メノナイ ト急進派がアー ミッシュと して分離 した。

アー ミッシ ュは、信者同士の洗足 を重視 し、いったん仲間 となった信者 が考 えを変 えた時 には、

厳 しい 「シ ャニ ング」(社 会的忌避)を 実践す るとい う特徴 があった。

 自由意 志の洗礼や国家 と教会の分離な どの主張は危 険 とみ なされ、メノナイ トやアー ミッシュ

は激 しい迫 害 を受 けて、北米 な どに逃れた。現在 では、アメ リカの27州 やカナ ダのオ ンタ リオ州

に暮 ら してい るが、 とくにペ ンシル ヴェニア州は、 クェー カー教徒で宗教的寛容 を掲 げた ウィ リ

アム ・ペ ンが拓いた州で あるた め、多 くの再洗礼派が移住 した。ペ ンシル ヴェニア、オハ イオ、

イ ンデ ィアナ州 にオール ドオーダー と呼ばれ る最 も厳格 なグループの70%が 生活 してい る。

2 注 目され るアー ミッシュ

 近年 、アー ミッシュは、 しば しば話題 に上 るよ うになった。

 第一 に注 目され ている点 は、現代文明の適用 に慎重で古 くか らの生活習慣 を守 って いるに も関

わ らず、人 口が増加 してい ることであ る。19世 紀半 ばまでは150人 ほどの成人 メンバー を数 え る

ほどだ ったが、20世 紀初頭 には5,000人 に、そ して2007年 には220,000人(こ の うち洗礼者 は

100,000人) に達 してい る。平均子 ども数が7か ら8人 と比較 的多い こと、アー ミッシュ として

留ま る子 どもの割合 が80%に 上 る ことが理 由 としてあげ られ る。

 この よ うに拡大傾 向にあるアー ミッシ ュについて、2007年 には、国際会議 「アメ リカのアー ミ

ッシュ ー新 しい アイデ ンテ ィテ ィお よび多様性 一」が開催 され た。そ こでは、20世 紀 には、教 育

や徴兵 をめ ぐって、ア メ リカー般社 会 と対 立す ることもみ られたアー ミッシュが、21世 紀 には現

代ア メ リカ社会 にお いて どの よ うな暮 らしを営むのか、周 囲に どの よ うなメ ッセー ジを投 げかけ

るのか とい うこ とについて、議論 がな され た。

 第二 に注 目され ている点 と して、無保 険者 、ホーム レス、若者 をめぐる問題 な どが憂慮 され る

現代ア メ リカにお いて、教育、仕事、つ きあい方に特徴のあるアー ミッシュのライ フスタイル は

どの よ うに位 置づ け られ るか とい うことであ る。2007年 の国際会議では、聖書の解釈 に基 づ くき

ま りで ある、「shunning シャニング」(社 会的忌避)や 「赦 し forgiveness」 に関 して も、報告 がな

された。

 2008年11月 に行 った現地調査 において 、アー ミッシュの移動性が高まっている ことに関 し、

情報収集 を した。第 一は、特に代替医療(オ ル タナテ ィブ ・メデ ィス ン)を 求 めて メキシ コに旅

す るケース がみ られ るよ うにな った ことであ る。保険を拒否す るアー ミッシュは、高額 な医療 を

適用す るこ とは困難 だが、それ以外 にも、現代医療 とは異 な る要素 を提示 してい る代替 医療 に よ

り深 く興味 を抱 いている と推測 され る。第二は、長年耕 した土地 を離れ、ケンタ ッキー、 ウィス

コンシン、 ミズー リ、ニュー ヨー ク州な どへ移住す る人々が観察 されてい るこ とである。今 まで

アー ミッシュ教 区が比較的少なか った地域では、周囲 との コンフ リク トが予想 され る。 これ らの

新 しい移動 に関 して、理 由は確 定で きていないが、アー ミッシュ と外部 との関わ りが増加す る こ

とは確 実で ある。

3 「オール ドオーダー」の登場

 現代文明 に対 して特 に厳 しい態度 をとる 「オール ドオーダー」は、 どの ような理念 を もってい

るのだ ろ うか。 アー ミッシュの多様化の歴 史 を辿 ると、実は、信仰実践に関 し異 なる考 えを もつ

人 々が新 しいグルー プを作 って離 れ ることに よって、「オール ドオーダー」が初 めて登場す ること
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になったのであ る。聖 書を 自分で読んで 自分 で判断す るこ とが重視 され る再洗礼派 の一教派 とし

て、 「オル ドゥヌ ング」(生 活 をめぐるきま り)は 、聖書の解釈に よって異 なって くるのである。

アー ミッシュは、礼拝 、学校、 自動車、シャニング、服装 な どをめぐる 「オル ドゥヌ ング」の違

いに よって、グル ープに分化 して きたのである。

 1877年 、アー ミッシュ ・メ ノナイ ト(ミ ーテ ィングハ ウス ・アー ミッシュ)が 礼拝用 ミーテ ィ

ング ・ハ ウスを建設 して分離 し、それまでのアー ミッシュは、 「オール ドオーダー」(ハ ウス ・ア

ー ミッシュ)と 呼 ばれ るよ うになった
。

 1910年 、 ピーチ ィ ・アー ミッシュが、シ ャニングや服装 をめ ぐるきま りが厳 し過 ぎる として分

離 した。ピーチ ィ ・アー ミッシュは、オール ドオー ダーが禁止 してい た 日曜学校や 自動車の所 有 ・

運転 を認 め、後 に ビーチ ィ ・アー ミッシュ と合併 した。

 1966年 にニ ューオーダー ・アー ミッシュが分離 した。農場 で トラクターを使用す る ことを認 め

たグルー プであ る。 とはいえ、道ではバ ギー を使用 し、 ミーテ ィング ・ハ ウスをもた ない な どの

点を考慮す る と、よ り世俗化 した グループ と解釈す ることは適切 ではない。

4 ワ ンルー ム ・ス クール の登場

 オール ドオーダーの人 々の特徴 として、 ワンル

ーム ・スクール における教育 を守 り続 けてい るこ

とがあげ られ る。 アー ミッシュのワンルーム ・ス

クール は、1940年 代か ら増加 してきた。ア メ リカ

における中等教 育の義務教育化 との攻防が続 け ら

れ てきたため、 ワンル ーム ・スクールが登場 した

のである。 アー ミッシュは、当初 、公立学校 教育

自体に問題 があ るとしていたわけではないが、価

値観 を学ぶ年代 を重視す る とい う観点か ら、義務

教 育の期間 に従 うことがで きなかった。

 1938年 、ペ ンシル ヴェニア州 ランカス ター郡で

ペ ンシル ヴェニア州ランカスター2008年ll月

は、義務教育 は17歳 の誕 生 日まで(農 業 を営む場合 は15歳)と されたが、アー ミッシュは第8

学年14歳 までに就学 を限定す ることを主張 した。1955年 には、アー ミッシュ職業学校 で週3時

間 「活動記 録」をつ けれ ばよい とい う妥協案が提示 された。1960年 代には、アイオ ワ州で 「職業

学校 」では不十分 とい う見解 が出 され、アー ミッシュ以外 の人々の関心をも集 め、「アー ミッシ ュ

の信教 の自由のための全国委員会」が設立 された。

 ついに ウィス コンシン州でアー ミッシュの父親が逮捕 され、裁判が行 われた。1972年 、連 邦最

高裁 において 、原告 アー ミッシュが、憲法修正第一条(信 教の 自由)、 修正第14条(何 人 も正 当

な法の手続 きに よらないで、生命 、自由、あるいは財 産を奪われ るこ とはない。)に 基 づいて勝訴

した。

5 ワンルー ム ・ス クール における活

オル タナテ ィ ヴな教育 のあ りかたの一つ として 、親 たちが中心 となって地域で運営 されてきた ワ

ンル ーム ・スクール では、 どのよ うな活動 がな され ているのだろ うか。 た とえば、 ランカス ター

郡 のWelsch Mountain Schoolは 、比較的大規模 な2ル ーム ・スクールで、二人の教師が1-3年 生(地
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下)、4-8年 生

(1階)を 担 当 し、

子 どもた ちは読

み ・書 き ・計 算

を学ぶ。 授業 で

は、子 どもた ち

は基本 的 に一人

一 人が勉 強 して

教 師 に見て も ら

う形式 で 、他 の

人 との競 争 関係
ペ ンシル ヴェニア州 ランカスター2008年11月

は生 じない。 ほ とん どの子 どもた ちは、ス クーターでや って くるが、 自分 でバ ギーに乗って くる

子 どももい る。15時 まで だが 、電気 を使 わないので、曇 った 日には部屋 が薄暗 い。

 クラスルームの中は、学年 ご とに着席す る場所が決まっている。壁 には、手話の方法を示す紙

や訪問者用の メッセー ジが貼 られてい る。訪 問 日はスペ リン グの授業予定 であったが、訪 問す る

と皆が前に整列 して歌をプ レゼ ン トして くれ る。閉 じた環境 に過 ごしてい る とい う印象 をもって

いたが、む しろ外来者 へのホス ピタ リテ ィを教師が熱 心に示 し伝 えてい ると感 じられ た。

 訪問す ると子 どもたちが1頁 ずつ書 き記 した 『自己紹介ブ ック』 を見せ て くれた。すべての子

どもた ちが、 自分の名前 、年齢 、両親 につ いて、将来な りたい もの、好 きなことの5っ を記載 し

て いる1。 将来 な りたい もの と しては、ペ ンキ屋 な どをは じめ、アー ミッシュの多 くが就業 して

い る職業が書かれてい る。好きな こととしては、動物に餌 を与 えるこ とや 、子守 りをするこ とな

ど、 日常生活で実際に家族の中で担 っている役割 も多 く書 かれ ている。結婚前の女性 が務 める教

員 の頁 も設 け られてお り、「世界 に向かって一生懸命働 きかけれ ば、報われ る」とい う信念 と、様 々

な役割 を トータルに演 じることに よって 自分 は 「教師になった(become)」 と、綴 られていた。

6 アー ミッシュの教育 とライ フサイ クル

 この よ うな ワンル ーム ・ス クールにおける教育 を実践 してきたアー ミッシュだが、それ を第8

学年までに限定す ることに固執 す るのは何故 なのか。 それ は、以下のよ うなライ フサイ クル に関

す る考 えかた と関係す ると考え られ る。

 ①赤ん坊(babies) 歩行 まで

 ②幼児(little children) 6歳 か7歳 までで、小学校 に入学す るまで

 ③生徒(scholars) 6歳 か ら14歳 までで、学校に通 う子 ども

 ④若者(young people, youth) 学校 を卒業後、結婚す るまで

 ⑤成人期(adulthood) 結婚(多 くの場合20歳 代前半)し 、最初 の子供 が誕生 し子 育

            てす る社会的成熟期

 ⑥老人(old fblks) 末 の子 どもが結婚 し、子育てを開始

 ワンル ーム ・ス クールを終えた後の若者(young people)は 、親 と共 に仕事 を した り、家 の外 で

徒弟 とな る。重 要なのは、 この期 間が、アー ミッシ ュでない他 の若者 と同 じよ うな生活経験 が許

され る、いわゆるr放 蕩 」の時期 でもあるこ とだ。アー ミッシュになるか どうか を決 断す る若者

に とって この時期 は不 可欠 と考 え られ ている。若者 の時期 に習 うこ とは、仕事 に関す る考え方 、
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コ ミュニケー シ ョンの しかたな どで ある。

 アー ミッシュは、大地 を耕す農業 を理想 の職業 と

してい るが、それ は、多 くの人が仕事 を分 かち合 う

こ とがで きることや 、「弁 当箱」に象徴 され る、家 か

ら遠 く離れ た ところに通勤す るサ ラ リーマ ンの よ う

な生活 を避 けるこ とがで きるか らである。近年 、都

市化 が進行す る地域 では 、農業 を生業 とす るこ とが

で きない場合 もあるが、農場 の端 にシ ョップを設 け

た り、 レス トラン従業員 、キ ッチ ン ・キャ ビネ ッ ト

作 りな ど、 コミュニテ ィや家族か ら離れず に行 える

アー ミッシュ ・ビジネスが次々に工夫 され ている。

 農業 のみ な らず 、幼い頃か

ら、コ ミュニテ ィ ・メンバー

や 家族 と共 に行 な う数 々の

行事 は、アー ミッシュ として

生 きてい くこ とを可能 とす

る ライ フス タイル を伝 え る

もので もある。

 また、専門職者 としての聖

職 者 を置 か ない礼 拝 の仕 方

は、す べての人々が平等 であ

る とい う考 え方 を基盤 と し

てい る。同 じ服装 に象徴 され

るよ うに、特定の人のみが 目

立っ ことを戒 め、皆が 目立た

ペ ンシル ヴェニア州 ランカ スター2007年6月

左 日曜 日の礼拝 にメンバーの家 に集まった人々

右 日曜 日の礼拝 の服装 をしたアー ミッシュ ・メノナイ トの婦人

ペ ンシル ヴェニア州 ランカスター2008年11A

ず埋没す ることに よって、すべ ての人 に光

が あた る とい う平 等感 を共 有す る状況 を

作 り出す。車 も、必要以上 に人 々を早 く遠

くへ運ぶ とい う以外に、ステイ タスを示す

もの として も、問題視 され てきた。

 日曜 日の礼拝、月曜 日の洗濯、秋 の木曜

日に多 く行われ る結婚式な ど、季節 ごとに

周 囲の者 と同 じ生活 リズムの中で暮 ら し、

共 同作業 を行 うこ とに よって、互 いが必要

とされ る経験 を積み重ね る。それ らの行事

は、共 に食事 をす る時間 を必ず 用意 してい

る。

●

∂
.、

、
噌

農場 の端に設置 された共用電話 ボ ックス ペ ンシル

ヴェニア州ランカスター2007年6月

 電話 を使用 しないな ど、常に対面で コ ミュニケー ションす ることが重要 となる生活 のきま りに

よって、互 いに よく知 り合い、足元 を照 ら しだす ことを可能 としてい る。 これ らが、すべ て、相

互扶助や ケアの基盤 につ ながってい るのであ る。アー ミッシュは、公的に整備 され た保険 を否定
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し、 目に見 える範 囲の人々が支援 し合え るこ

とを重視 している。オール ドオー ダーに して

も、アー ミッシュ ・メノナイ トで も、子 ども

に農場 の経営 を任せ た親世代 は、新 しい棟 を

母屋 につける形 で建 て増 しして 「大 きなお父

さんの家"Gross daadi"Haus(“ グロース ド

ーデ ィー"ハ ウス)」 に暮 らす。 ア メ リカ人

の 多 く が 暮 ら す 退 職 者 コ ミ ュ ニ テ ィ

(Retirement Community)に 移 動す るこ とは

しない。

7 オルタナテ ィヴ教育 と時のデザイ ン

 コ ミュニテ ィの あ りよ うは、人々 が、 「自

由 をとるのか、安全 を保障 され るのか」 とい

う問題 と関わる とされ るが、アー ミッシ ュの

場合 は、グルー プご とに、自由 と安全の調整

を試 みなが ら、暮 らしてい る とい えよ う。子

ど も期 か らアー ミッシュ にな るか ど うか を

決定す る若者期 にかけて、コ ミュニテ ィに生

きる術 と、コ ミュニテ ィを活かすための工夫

が伝 えられ る といって よいだろ う。

 最近は、外部 との関わ りが意識 され る事件

も発 生 し、アー ミッシュの人 々は、再洗礼派

の一 グループ として、自 らの考 え方 を外部 に

明確 にす ることになった。

 オール ドオ ー ダー として の暮 ら し方 を変

えずに、外部 と繋が りメ ッセー ジを発信す る

こ とも試 み られ るよ うになった。オール ドオ

ー ダーの ヴォランティアによ り、世界各地に

向 けて支援物質 が届 け られ た り、キル トの リ

リー フセ ール に よっ て集 積 され た資金 が送

られ ることもあ る。ペ ンシル ヴェニアにあ る

北 米 最 大 の MMC(Memonite Central

Committee)に は、子 どもの会議室 が設 け られ

てお り、グル ープに関わ らず、子 どもと大人

建 て増 し中の大きなお父 さんの家

ペ ンシル ヴェニア州 ランカスター2008年ll月

一

上 ア ー ミ ッ シ ュ に よ る 支 援 組 織Christian Aid

Ministries

下 北米 最 大 規 模 のMMCの 子 ど も用 会議 室 ペ ン シ

ル ヴェ ニ ア州Akron 2007年6月

が時間や経験 を共有す る しくみ がつ くられてい る。これ らヴォ ランテ ィアに よる支援システ ムは、

もとは といえば、平和主義に よって徴兵 に従 わなかった再洗礼派 が外部 と調整 しつつ工夫 してき

た ものだが、いまでは、世界各地 と繋が る重要な方法 となってい る2。

 大人 も子 どもも、時を共有す る とい う暮 らし方は、 よ り広 く、再洗礼派 の人々に支持 され てい

るホームス クール とい うオル タナテ ィヴの実践 にも表れ ている。高校生が家 にいてのんび り親た
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ち と歌 を うたっていても決 して心配す るこ とで

はない。親 の もとで 、好 きなペ ースで勉強 して

ゆ くとい うホームスクールは、再洗礼派 のみ な

らず 、全米 で1980年 代か ら急増 し、1997年 に

は123万 人 が学 び、年々15%増 を遂 げ、50州 で

合法 となっている3。

 教会 の支援 を基盤 とす る全国的な 「ホー ムス

クール」ネ ッ トワー クも組織 されている。1960

年代 には対抗運動 の一つ として、1980年 代 か ら

は公 立学校 における多文化主義教育な どのあ り

かたな どを問題視 し、教育 にお ける 「家族 の価

値 」を問い直す動 き と連動 している4。 ホーム

ホ ームス クールで看護 師に なる勉 強 を続 ける メノ

ナイ トの高校 生

ペ ンシル ヴェニア州 ランカスター2008年ll月

ス クール の動 きは、公立学校 の役割 、 教育権 、多文化社会な どに関連 し、子 どもは何 を教 え られ

るべ きか、 どの よ うに学ぶべ きなのか、 とい う問いの浮 上 と関わっている。

 ホームス クールで学んだアー ミッシュ ・メ ノナイ トの青年 による と、ホームスクール では、順

位 を気 にす ることもな く、 自分 が特 に興味を感 じる部分を伸 ば し、たくさんの本 を読 み、教材 か

ら学ぶ ことと徒弟 を並行 して行 うこ ともで き、結果 として よ り適 した仕事を した り、ライ フス タ

イル を模 索す る力 を身につける ことがで きた と感 じられ るとい う。彼は、後にカ レッジを卒業 し

て希望す るコンピュータ関連 の仕事 に就いた

 アー ミッシュは もとよ り、再洗礼派の人々 の間で実践 され るオル タナテ ィヴ教育は、幼 い頃か

ら、 コ ミュニテ ィの安全装置 としての シャニ ングや、調整 の装置 としてのForgiveness、 オル ドゥ

ヌ ングの変更 をめぐる議論 を身近 に感 じつつ成長 し、 どの よ うな コミュニテ ィに どの よ うに生 き

るのか とい う時のデザイ ンを検討 し、話 しあ うべ一 スを自分のなかに形成 してゆ くこ とにっなが

ってい る とい えよ う。それは、様 々な背反す る価値観の も とで コンフ リク トに晒 され つっ生 きる

術 を醸成す るもので もあろ う。

注

1)原 文 は 、以 下 の と お り で あ る 。"Hello my name is…;Iam…years old.;My parents are…;When

Igrow up I want to be…;My favorite thing to do…"

2)1-Wか ら ア ー ミ ッ シ ュ ・メ ノ ナ イ ト援 助 組 織 へ の 動 き は 、 以 下 の と お り で あ る 。1948年 、 「冷

戦 」 時 国 防 と西 ドイ ツ ・日本 へ の 駐 留 を 目的 と し て 徴 兵 プ ロ グ ラ ム が 提 示 され た が 、 ア ー ミ ッ シ

ュ は1952年 、 代 替 プ ロ グ ラ ム"レW" と して 病 院 な ど 国 益 に 沿 う 民 間 事 業 に 従 事 し た 。

 1960年 代 に は 、1-Wに 就 い た 若 者 の 半 分 しか コ ミ ュ ニ テ ィ に 帰 還 して い な い こ と が 判 明 し、 ビ

ー チ ィ ・ア ー ミ ッ シ ュ は コ ミ ュ ニ テ ィ で 若 者 が 過 ごせ る よ う に 、5州 教 区 内 に 退 役 者 用 ホ ー ム を

つ く り1-Wの 者 を 配 置 した 。 こ れ が 今 日 「ア ー ミ ッ シ ュ ・メ ノ ナ イ ト援 助 組 織 」 と し て 発 展 して

い る 。 オ ー ル ド ・オ ー ダ ー ・ア ー ミ ッ シ ュ は 、 『平 和 の 使 節Ambassador of Peace』 の 発 行 を 開 始

し 、1966年 か ら遠 く離 れ た 地 域 で 任 務 を 行 っ て い る1-Wの 子 弟 に 送 り始 め た 。

 1966年 に は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 農 場 労 働 を す る こ と が1-Wと して 認 め られ た 。全 国 規 模 の 委 員

会(National Amish Stee血ig Committee)も 組 織 さ れ 、 政 府 と 交 渉 を 続 け ・今 日の メ ノナ イ トの 支 援 組

織MMC(Mennonite Central Committee),ア ー ミ ッ シ ュ の 支 援 組 織CAD(Christian Aid Ministry)に 発
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展 してきた。

3)ギ ャラ ップ調査(1997年)で は望ま しい とす る人 が36%に 達 してい る。

4)ヴ ァーモ ン ト州 、ミネ ソタ州 な どのよ うに公 立学校 との連携 が進 め られてい る地域 もある一方

で、ジ ョージア、ケ ンタ ッキー州な どでは、規制強化の動 きがみ られ る。
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